
第３学年 理科 学習指導案  滋賀大学教育学部附属小学校 柳 哲平 
１．学習名  磁石の性質 
 
２．指導によせて 

 （児童観） 
  子供たちはこれまでに、黒板の磁石やネームマグネットの磁石、筆箱の蓋の磁石、家庭においては、冷蔵庫
の張り物に使用されたり、洗面台の三面鏡に使用されたりしている磁石など生活の様々な場面で、磁石に出合
っている。また、休み時間に黒板に残された磁石を使って遊ぶ様子も見られる。 

  「風やゴムのはたらき」の学習では、風やゴムの力を使って進む車について、もっと遠くまで進むためには、
まっすぐに進むためにはと問題を見いだしながら、風やゴムの性質を基に考えを深めていくことができた。ま
た、友達が見いだした問題に対して、解決するためのアイディアを積極的に表現したり実際に物を改良したり
しながら、問題を解決していくことも経験している。 

  また、第 3学年も終わりに近づき、自我や他人に対する意識もかなり明確になりつつある。そのため、自分
が見いだしたことに対する価値に気付き始めたり、自分の見いだした物を他人に無断で使用されることにフラ
ストレーションを感じたりする姿も増えてきている。しかし、他人の発想に対する尊重や発想を自由に表現し
ていくことへの意欲については、未だ不十分な部分が多く、自己中心的な部分があったり表現することを躊躇
したりする姿も見られる。 

 （教材観） 
  本教材は、「エネルギー」についての基本的な概念等を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」，「エネ
ルギーの変換と保存」に関わるものである。ここでは、子供たちが磁石を身の回りの物に近づけたときの様子
に着目して、それらを比較し，主に差異点や共通点を基に問題を見いだしながら学習を深めていく。磁石に関
わる現象は、物理現象であるためその見え方が明確であり、問題を見いだしたり、発想や構想を生みだしたり
するきっかけとして機能しやすいと考えられる。また、物作りが位置づけられており、磁石の性質をもとにし
たオリジナルのおもちゃや生活に活用できる場面を考える活動を仕組むことができる。そのため、問題を見い
だしたり、その解決の方法を発想したり、学んだことを基に自分の考えを具体化するオリジナルの制作物を生
みだしたり、それを互いに認め合ったりする知財創造教育に適した教材といえる。 

 （指導観） 
  本学習を行うにあたって、まずは「事物にしっかりと関わる」ことを大切にしたい。磁石は、身の回りには
豊富にあるが、子供たちが遊びとして磁石に触れる機会は、学校はもちろん家庭でも制限されることが多い。
遊ぶ中で、磁石の様々な性質に気付いている子供も多いが、余り知らない子供もいると考えられる。触れる中
で、発見したり再認識したりすることで、「問題を見いだし」それを「解決していくためにはどうすればよいの
だろう」と解決の方法を発想しようとしていくといえる。また、解決の方法を考える過程を大事にしたい。見
いだされた問題に対して、それをどうしたら解決できるのかと考えることは、知財創造教育における思考力・
判断力・表現力等で重要なものだと考えるからである。さらに、その思考を通して生みだされた発想や構想が
新しい物事を生みだす礎となると考えられる。そこで、解決の方法を共同で考える場を設定し、書き消しの容
易なホワイトボードを用いることによって、様々な方法を検討できるように仕組んでいきたい。 

  最後に、ものづくりの機会である。知財創造教育において、自分なりの発想でものをつくりだす活動は重要
なものであると認識している。磁石の性質を活用したものづくりをすることを通して、「いいな」を思い描き実
現する力を育むようにしていきたい。そのため、磁石のおもちゃ設計図を事前にかかせる活動を通して、自分
の思いを具体化していけるようにしたい。また、「試す」活動を取り入れて、設計図を修正したり、自分の「い
いな」にできるだけ近づいていけるように試行錯誤したりする時間を保障していくようにしたい。 



第 3 次 磁石を使ったおもちゃをつくろう １／4時間 

本時の目標 

 磁石を使ったおもちゃについて、学習した磁石の性質を生かしながら、自分なりに工夫したおもちゃを発

想し、それをおもちゃ設計図に表現することができる。 

学習活動 教師の手立て 

１．これまでに学習した磁石の性質をふりかえり、  

これから行うおもちゃ作りの発想の素地とす 

る。 

 

  ・磁石は、引き合ったり反発し合ったりする。 

  ・磁石は、鉄と引き合う 

  ・磁石の力は、ある程度の距離が離れていても働く。 

  ・磁石の力は、ある程度の厚さのものまでは、間にものがあっても働く。 

 

 

 

２．班で、どんなおもちゃがつくれるのかを相談 

し、ホワイトボードを使っておもちゃの設計図 

の素案をつくる。 

 

  ・磁石迷路ができるんじゃないかな。下の磁石 

を動かしたら、迷路板の上を駒が動くんだ 

よ。 

  ・釣りゲームが面白いと思うよ。魚の絵に鉄の 

クリップを付けて、磁石でつるんだよ。 

 

 

 

 

 

３．各班で考えた設計図の素案を交流することで、 

各自のおもちゃ作りのヒントとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．各班が考えたおもちゃをヒントに、自分がつく 

りたいおもちゃを発想し、おもちゃ設計図をか

きはじめる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・子供たちが、磁石の性質をおもちゃ作りの方法と
して適用できるように、「ひきあう」「しりぞけあ
う」「ものをはさんでもちからがはたらく」など性
質をおもちゃづくりの視点として明示すようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・単元導入の磁石遊びで子供たちが見つけた磁石同
士で生みだされる動きをおもちゃづくりのヒント
として明示する際に、誰が見つけたアイディアか
を示すことで、発想したことの有用性を実感でき
るようにする。 

 
・磁石同士の関わりだけでなく、鉄との関わり（鉄
でできたもの）も意識できるように、鉄球やモー
ル、クリップといった鉄でできたものについても
材料として示すようにする。 

 
・いきなり個人に考えるとイメージがふくらまない
児童が見通しを持つことができるように「お試
し」として班で、1 つのおもちゃを考えてみる機会
を持つ。 

 
・書き直しが簡単にできるホワイトボードを用いる
ことで、アイディアを固定化しないで、新しい考
えに更新していけるようにする。 

 
・班で考えたおもちゃ素案を発表する中で、子供た
ちの発想のよさを拾い上げ、承認することで、自
分たちの力で発想することや表現できることの心
地よさを感じられるようにする。 

 
・発表する際に、友達が見つけたアイディアを使っ
た場合は、「〇〇さんの方法を使って・・」と発想
した友達のアイディアを使っていることをしっか
りと伝えるようにする。 

 
・班で考えたおもちゃをそのままつくってもよい
し、他の班が考えたおもちゃを基に自分なりに改
変してもよいし、新しく自分で考えてみてもよい
ようにして、様々なアイディアをヒントにして、
自分なりのおもちゃを考えられるようにする。 



 
 

 本学習の目標と評価規準 

目 

標 

 磁石に関わることをきっかけに，磁石に関する問題を見いだし，その問題を解決する活動を通して磁石の持つ性質について明らかにして，それらを活
用したおもちゃづくりをすることを通して，発想することの楽しさや問題を解決したり自分の考えを表出したりすることの面白さを実感し，互いに発想
したことや生みだしたものを尊重する態度を養う。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

・磁石に引きつけられる物と引きつけられない物
があることや磁石に近づけると磁石になる物が
あること，磁石の異極は引き合い，同極は退け
合うことを理解している。 

・磁石の性質について，器具を正しく扱いながら
調べ，それらの過程や得られた結果を分かりや
すく記録している。 

・磁石の性質について，差異点や共通点を基に，
問題を見いだし，表現するなどして問題を解決
している。 

・磁石の性質について，観察・実験などを行い，
得られた結果を基に考察し，表現するなどして
問題を解決している。 

・磁石の性質について，磁石と周りの物質との間
に生じる事象に進んで関わり，他者とか関わりな
がら問題解決しようとしている。 
・磁石の性質について学んだことに基づいて，お
もちゃづくりをしたり，学習や生活に生かそうと
する発想を尊重したりしようとしている。 

【学習の探究的過程】（全１５時間） 

  

第３次 学びを活用する （４時間） 第１次 磁石に関わる（２時間） 第２次 問題解決をする（９時間） 

表示のない磁石で自由
に遊ぶことを通して,磁石
には付くものと付かない
ものがあることや,引き合
ったり反発し合ったりす
ること,ある程度の厚さの
ものならものを通して磁
力が働くことなどを発見
する。発見したことをも
とに,確かめていきたいこ
と,調べていきたいことを
決める。（問題の見いだ
し） 

①磁石で遊ぼう（2時間）  「磁石が引き合ったり反発し合
ったりするのには，なにか決まり
があるのか」という問題を解決す
る方法を発想し，その方法で確か
めることで，磁石が引き合ったり
反発し合ったりすることの決まり
を明らかにする。 

②引き合ったり反発し合ったり（3時間） 

 「磁石が付くものとつかない
ものでは，何が違うのか」とい
う問題をもとに，解決のための
方法を発想し，それらの方法で
確かめていくことで，磁石が付
くものと付かないものの違いを
明らかにする。 

④付くものと付かないもの（2時間） 

 

 磁石の性質を使った，オリ
ジナルのおもちゃを構想し，
それをつくることを通して，
磁石が生活の中の様々なとこ
ろで活用できることに気付く
とともに，生活の中で活用し
ていこうとする気持ちを高め
る。（本時１/４時間） 

⑥磁石を使ったおもちゃをつくろう（4時間） 
 Ｎ極とＳ極に半分ずつ色が塗ら
れた磁石が中間で折れている状況
をもとに，「Ｎ極とＳ極だけにな
ってしまっているのか。」という
問題を見いだし，確かめることを
通して，磁石には，Ｓ極とＮ極が
常にあるということを明らかにす
る。 

③折れた磁石はＳ極？Ｎ極？（2時間） 

 電気とはちがって，磁石同士や
磁石と鉄がはなれていても，磁石
の力が働くことをもとに，「どれ
くらいまで磁石の力が届くのか」
とうい問題を見いだし，確かめる
ことを通して，磁力は，はなれて
いるものにも働くことを明らかに
する。 

⑤磁石の力，どこまでとどく？（2時間） 

磁石にどっぷりと触れさせること

で，様々な発見を引きだす。発見

したことを認め，価値付けていく

ことで，発見する喜びを実感し，

新しいもの・こととの出合いをも

とめいくようにする。 

見いだした問題に対して，自分が考えら

れる予想を図や文で表現するようにす

る。また，解決の方法を見いだしたこと

自体を価値付け，その方法を尊重するよ

うにする。 

磁石の性質を活用したオリジナルのおもち

ゃを構想することを通して，ものをつくる

ことや自分の発想を具体化する喜びを味わ

えるようにする。 

また，つくる中で生まれてくる「困り感」

を友達と共有することを通して，解決策を

検討し，新たな発想を生みだしていけるよ

うにする。 

 さらに，つくられたオリジナルおもちゃ

について，それぞれの発想や制作物のよさ

を認め合う活動を取り入れることで，お互

いに生みだしたものを尊重しあうことの大

切さを実感できるようにする。 

見いだした問題に対して，自分が考えられる

予想を図や文で表現するようにする。また，

解決の方法を見いだしたこと自体を価値付

け，その方法を尊重するようにする。 

自分の予想について，確かめる方法を図や文で

表す活動を取り入れ，考えを表出できるように

する。また，解決の方法を発想することを価値

付けて，方法の良さを互いに認められるように

することで，見付けたことを尊重できるように

する。 


